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無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（1％）制度が利用できます！

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

保証協会の保証 不　要

貸 付 限 度 額 1,500 万円

返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.95％（平成 23 年 5月1日現在）

融 資 対 象 小規模事業者：従業員 20 人以下
（商業、サービス業は5人以下）

会議所は企業の要、地域の灯

2011 5
会員数1,003名

見頃を迎えた城山公園のつつじ

東日本大震災に関連する主な貸付・助成金
◇中小企業基盤整備機構

◇雇用調整助成金

LOBO3 月結果　業況ＤＩは大幅に悪化
～震災による部品調達・計画停電が影響～

～震災で厳しい経営環境を訴える声、全国から～

経済底流を読み解く

大手鉄鋼メーカー経営統合の意義
～注目すべき 2 つのポイント～

青年部の窓 ◇４月総会を開催
     ◇鏡ヶ浦クリーン作戦に参加

おめでとうございます

佐藤興二氏が日本商工会議所会頭より表彰を受ける



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 5月10日（2）

◎
疾
病
災
害
時
貸
付

　

本
震
災
に
よ
る
被
害
の
た
め
、
経

営
の
安
定
に
支
障
が
出
た
場
合
に
、

納
付
し
た
掛
け
金
合
計
額
の
範
囲

内
で
事
業
資
金
の
貸
付
を
実
施
。

　

な
お
、
家
屋
の
倒
壊
や
焼
失
等
、

直
接
被
害
に
遭
わ
れ
た
契
約
者
は

条
件
の
緩
和
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
（
間
接
被
害
の
方
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
疾
病
災
害
時
貸
付
が
適
用

と
な
り
ま
す
）。

◇
貸
付
金
利　

０
．
９
％

◇
貸
付
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

※
但
し
、
納
付
済
掛
金
の
合
計
額

の
７
割
か
ら
９
割
の
範
囲
内
。

◇
償
還
期
間

　

貸
付
額
５
０
０
万
円
以
下
の
場

合
、
３
年

　

貸
付
額
５
０
５
万
円
以
上
の
場

合
、
５
年

〇
家
屋
の
倒
壊
や
焼
失
等
、

直
接
被
害
に
遭
わ
れ
た
契
約
者

◇
貸
付
金
利
の
無
利
子
化

　

０
．
９
％
→
無
利
子

◇
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

１
０
０
０
万
→
２
０
０
０
万
円

※
但
し
、
納
付
済
掛
金
の
合
計
額

の
７
割
か
ら
９
割
の
範
囲
内
。

◇
償
還
期
間
の
延
長

及
び
据
置
期
間
を
設
定

　

償
還
期
間
を
１
年
延
長

　

貸
付
額
５
０
０
万
円
以
下
の
場

合
、
３
年
→
４
年

　

貸
付
額
５
０
５
万
円
以
上
の
場

合
、
５
年
→
６
年

◇
据
置
期
間
を
設
定

　

な
し
→
12
か
月

◎
掛
金
の
納
付
期
限
の
延
長
等

　

被
災
共
済
契
約
者
に
対
し
、
掛

金
の
納
付
期
限
を
当
面
６
か
月
延

長
す
る
と
と
も
に
、
契
約
者
貸
付

の
償
還
期
間
を
当
面
12
か
月
延
長

す
る
こ
と
と
し
、
延
長
期
間
に
係

る
延
滞
利
子
を
免
除

　

ま
た
、
被
災
共
済
契
約
者
の
共

済
金
の
支
払
い
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
手
続
き
を
迅
速
化

◎「
計
画
停
電
」の
実
施
に

伴
う
小
規
模
企
業
共
済

　
緊
急
経
営
安
定
貸
付
の

適
用
条
件
を
緩
和

◇
対
象
者

　

本
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
電
力

会
社
が
行
な
う
計
画
停
電
等
（
港

湾
・
道
路
等
の
途
絶
、
ガ
ソ
リ
ン
・

資
材
等
の
流
通
難
等
を
含
む
）
の

影
響
を
受
け
て
売
上
げ
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
小
規
模
企
業
共
済
契

約
者

◇
適
用
条
件

・
最
近
３
か
月
間
ま
た
は
６
か
月
間

の
売
上
高
が
前
年
同
期
に
比
し
て

５
％
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、

今
後
も
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

・
今
後
１
か
月
の
売
上
げ
見
込
み

が
前
年
同
月
に
比
し
て
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

◇
貸
付
金
利　

年
０
．
９
％

◇
貸
付
期
間

　

貸
付
額
５
０
０
万
円
以
下
の
場

合
、
３
年

　

貸
付
額
５
０
５
万
円
以
上
の
場

合
、
５
年

◇
貸
付
限
度
額

　

掛
金
の
範
囲
内
（
掛
金
納
付
月

数
に
よ
り
、
掛
金
の
７
割
～
９
割

と
な
り
ま
す
）

　

被
災
共
済
契
約
者
に
対
し
、
掛

金
の
納
付
期
限
に
つ
い
て
当
面
６

か
月
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
延
長

期
間
に
係
る
延
滞
利
子
を
免
除
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
・
小
規
模
企

業
共
済
融
資
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
４
３
３-

８
８
１
１
）
ま
で
。

東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
主
な
貸
付
・
助
成
金

節電にご協力ください！
無駄な電気を使わない。

それがいちばん身近な、 今できること！

買いだめは慎みましょう！
皆様のご協力をお願い申し上げます。

【資金の手当てはお早めに】

㈱千葉銀行・㈱京葉銀行・㈱千葉興業銀行
館山信用金庫・君津信用組合

㈱日本政策金融公庫・館山商工会議所

計画停電・風評被害等の影響による金融相談は、

お早めに最寄の金融機関・商工会議所へお気軽に

ご相談ください。

千葉支社　木更津営業所
〒292-0838　木更津市潮浜1-17-59
TEL0438-37-9953

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構


小
規
模
企
業
共
済
制
度


倒
産
防
止
共
済
制
度
掛
金
の

納
付
期
限
の
延
長
等



会 議 所 だ よ り
（3）平 成 23年 5月10日

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
事
業

活
動
が
縮
小
し
た
場
合
に
雇

用
調
整
助
成
金
が
利
用
で
き
ま

す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
経
済

上
の
理
由
に
よ
り
事
業
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業

主
が
従
業
員
の
雇
用
を
維
持
す

る
た
め
に
一
時
的
に
休
業
等
を

行
っ
た
場
合
、
当
該
休
業
等
に

係
る
休
業
手
当
相
当
額
等
の
一

部
（
中
小
企
業
で
原
則
８
割
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
本
助
成
金
は
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
「
経
済
上
の
理
由
」

で
事
業
活
動
が
縮
小
し
た
場
合

に
つ
い
て
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
具
体
的
な
活
用
事
例
】

○
交
通
手
段
の
途
絶
に
よ
り
、

従
業
員
が
出
勤
で
き
な
い
、
原

材
料
の
入
手
や
製
品
の
搬
出
が

で
き
な
い
、
来
客
が
無
い
等
の

理
由
に
よ
り
事
業
活
動
が
縮
小

し
た
場
合
。

○
事
業
所
、
設
備
等
が
損
壊
し
、

修
理
業
者
の
手
配
や
部
品
の
調

達
が
困
難
な
た
め
、
早
期
の
修

復
が
不
可
能
で
あ
り
生
産
量
が

減
少
し
た
場
合
。

○
避
難
指
示
な
ど
法
令
上
の
制

限
が
解
除
さ
れ
た
後
に
お
い
て

も
、
風
評
被
害
に
よ
り
観
光
客

が
減
少
し
た
り
、
農
産
物
の
売

上
が
減
少
し
た
場
合
。

○
計
画
停
電
の
実
施
を
受
け

て
、
事
業
活
動
が
縮
小
し
た
場

合
。
※
既
に
雇
用
調
整
助
成
金

を
利
用
し
て
い
る
事
業
主
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け

休
業
を
行
う
場
合
に
も
、
助
成

対
象
に
な
り
ま
す
。

【
主
な
支
給
要
件
】

○
最
近
３
か
月
の
生
産
量
、
売

上
高
等
が
そ
の
直
前
の
３
か
月

又
は
前
年
同
期
と
比
べ
５
％
以

上
減
少
し
て
い
る
雇
用
保
険
適

用
事
業
所
の
事
業
主
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
休
業
等
を
実
施
す
る
場
合
、

都
道
府
県
労
働
局
又
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
事
前
に
そ
の
計
画
を

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
助
成
金
を
受
給
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
労
働
局
又
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

２
２-

２
２
３
６
）

千
葉
労
働
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３

-

２
２
１-

４
３
９
１
）

　

大
規
模
な
地
震
の
後
に
は
、
地

震
災
害
に
便
乗
し
た
『
点
検
商
法
』

や
『
か
た
り
商
法
』
と
い
っ
た
、

悪
質
商
法
が
横
行
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
被
災
地
だ
け
で
な
く
周
辺
の

地
域
で
も
発
生
し
ま
す
。
耐
震
診

断
・
耐
震
工
事
や
、
停
電
へ
の
不

安
に
乗
じ
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
、
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問

販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
義
援
金
詐
欺
や
不
安
を

あ
お
る
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
震
災
の

事
例
か
ら
、こ
れ
ら
の
手
口
を
知
り
、

今
後
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

便
乗
商
法
や
保
証
金
詐
欺
の
被

害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き

や
、
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
や
警
察

（
全
国
共
通
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯

９
１
１
０
」、
最
寄
り
の
警
察
署

の
悪
質
商
法
担
当
係
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

義
援
金
は
、
確
か
な
団
体
を
通

し
て
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
振
込
口
座
が
、
そ
の
確
か
な

団
体
の
正
規
の
物
で
あ
る
こ
と
も

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
、

現
在
も
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
、
電
子

掲
示
板
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
誤
っ

た
情
報
が
流
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
報
道
や
行
政
機
関
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
信
頼
で
き
る
情
報

源
で
真
偽
を
確
か
め
、
こ
れ
ら
の

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な
ど
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
転
送
す
る

こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
不
安
感
を

あ
お
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

受
け
取
っ
た
時
は
、
す
み
や
か
に

削
除
し
て
転
送
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

７-

４

３

４-

０
９
９
９
）

・
・
・
・
雇
用
調
整
助
成
金
・
・
・
・

震
災
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
や

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 5月10日（4）

　

商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期

景
気
観
測
）
調
査
の
３
月
結
果
に

よ
る
と
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
前
月
か
ら
５
．
８
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
45
．
９
と
、

３
年
２
カ
月
ぶ
り
の
大
幅
な
悪
化

と
な
っ
た
。

　

産
業
別
で
は
、
建
設
、
製
造
、

小
売
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
く
拡

大
し
た
。
こ
の
う
ち
製
造
業
で
は
、

Ｉ
Ｔ
お
よ
び
自
動
車
関
連
工
場
の

被
災
に
伴
う
部
品
の
調
達
難
に
加

え
、
東
京
電
力
管
内
で
実
施
さ
れ

て
い
る
計
画
停
電
の
影
響
で
生
産

能
力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
主
な
要
因
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の

多
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
宿

泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
激
増
し
た
こ

と
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

項
目
別
で
は
、
震
災
の
影
響
で

原
材
料
の
供
給
が
逼
迫
し
、
価
格

が
一
段
と
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、

仕
入
単
価
が
前
月
比
マ
イ
ナ
ス

10
．
８
ポ
イ
ン
ト
と
著
し
く
悪
化
。

一
方
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て

は
、
自
社
や
取
引
先
が
被
災

し
た
影
響
で
、
卸
売
・
製
造

業
を
中
心
に
、
マ
イ
ナ
ス
幅

が
大
き
く
拡
大
し
た
。

　

向
こ
う
３
カ
月
（
４
～
６

月
）
の
先
行
き
見
通
し
は
、

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
３

月
比
ベ
ー
ス
）
が
マ
イ
ナ
ス

50
．
７
と
４
．
８
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
、
平
成
22
年
２
月
以

来
の
マ
イ
ナ
ス
50
台
が
見
込

ま
れ
る
。
震
災
に
よ
る
部
品

の
供
給
不
足
や
停
電
に
伴
う

生
産
活
動
の
停
滞
に
加
え
、

原
材
料
価
格
の
さ
ら
な
る
上

昇
、
消
費
・
売
上
の
低
迷
な

ど
へ
の
不
安
を
訴
え
る
声
が

多
い
。

　

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
築
業
】

「
震
災
の
影
響
で
建
築
資
材
が
届

か
な
い
た
め
、
工
事
の
完
成
が
遅

れ
る
な
ど
、
経
営
に
悪
影
響
が
出

て
い
る
」（
建
築
工
事
業
）、「
来

年
度
予
算
が
執
行
さ
れ
る
か
不
透

明
な
た
め
、
向
こ
う
３
カ
月
は
受

注
獲
得
を
期
待
で
き
な
い
」（
一

般
土
木
建
築
工
事
業
）、「
公
共
工

事
が
減
少
す
る
中
、
地
方
に
進
出

す
る
大
手
建
設
業
者
と
の
競
争
が

激
し
く
、
受
注
を
確
保
で
き
な
い

地
元
の
中
小
建
設
業
者
の
経
営
は

限
界
に
達
し
て
い
る
」（
一
般
土

木
建
築
工
事
業
）

【
製
造
業
】

「
地
震
に
よ
り
取
引
先
か
ら
の
部

品
供
給
が
止
ま
り
、
操
業
で
き
な

い
」（
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造

業
）、「
自
社
で
加
工
・
納
品
し
て

い
た
製
品
を
、
取
引
先
が
海
外
生

産
に
切
り
替
え
た
た
め
、
売
上
が

大
幅
に
減
少
」（
産
業
用
電
気
機

械
器
具
製
造
業
）、「
中
東
危
機
に

よ
る
原
油
価
格
の
高
騰
に
加
え
、

砂
糖
な
ど
原
材
料
価
格
も
上
昇

し
、
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
」

（
パ
ン
・
菓
子
製
造
業
）

【
卸
売
業
】

「
震
災
の
発
生
に
伴
い
、
消
費
者

が
生
活
必
需
品
を
買
い
込
み
、
売

上
が
増
加
」（
各
種
商
品
卸
売
業
）、

「
消
費
者
の
低
価
格
志
向
に
よ
り

売
上
が
低
迷
す
る
中
、
震
災
の
影

響
で
原
材
料
の
仕
入
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
。
ま
た
、
資
金
繰
り
も

厳
し
い
状
況
」「
食
用
油
の
仕
入

価
格
が
上
昇
し
て
い
る
う
え
、
砂

糖
も
今
後
値
上
が
り
が
、
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
採
算
が
取
れ
な

い
」（
農
畜
産
・
水
産
物
卸
売
業
）

【
小
売
業
】

「
震
災
の
影
響
で
消
費
者
は
食
料

品
な
ど
生
活
必
需
品
を
中
心
に
購

入
し
て
お
り
、
主
力
商
品
で
あ
る

衣
料
品
、
高
額
品
の
売
上
が
極
端

に
落
ち
込
ん
で
い
る
」（
百
貨
店
）、

「
震
災
が
発
生
し
た
事
情
に
鑑
み
、

イ
ベ
ン
ト
を
す
べ
て
自
粛
し
た

た
め
、
各
店
と
も
売
上
が
悪
化
」

（
商
店
街
）、「
消
費
者
の
低
価
格

志
向
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
仕
入
価
格
の
上
昇
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、
利
幅
を

抑
え
て
販
売
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
」（
そ
の
他
の
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

「
春
先
に
か
け
て
上
向
き
つ
つ

あ
っ
た
宿
泊
の
予
約
は
、
震
災
の

影
響
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

経
営
は
深
刻
な
状
況
」（
旅
館
）、

「
必
要
最
低
限
の
従
業
員
で
営
業

し
て
い
る
た
め
人
員
を
増
や
し
た

い
が
、
景
気
が
回
復
し
売
上
が
上

向
か
な
い
限
り
、
新
規
採
用
は
難

し
い
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、「
卒

業
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
本
来
な
ら
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忙
し
い
時
期
だ
が
、
来
客
数
は
低

迷
」（
理
容
）

【
円
高
の
影
響
】

輸
入
原
材
料
・
製
品
（
商
品
）
を

取
扱
っ
て
い
る
企
業
か
ら
は
、「
円

高
メ
リ
ッ
ト
以
上
に
輸
入
原
材

料
・
製
品
（
商
品
）
の
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
47
．

１
％
と
、
前
月
の
37
．
１
％
か
ら

大
幅
に
増
加
し
た
。

　

ま
た
、「
仕
入
価
格
の
上
昇
を

受
け
て
の
価
格
転
嫁
の
状
況
」
に

つ
い
て
は
、「
販
売
価
格
に
転
嫁

で
き
て
い
な
い
」
も
し
く
は
「
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
は
小
幅
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
95
％
以

上
と
厳
し
い
状
況
。
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震災で厳しい経営環境を訴える声、全国から

　東日本大震災が企業活動に与えた影響の大きさを訴えるコメントが、被災地にとどまらず、全国から

届いた。具体的には、「工場の被災で、素材・部品などのサプライチェーン（供給体制）に甚大な支障が

発生」「東京電力管内で実施されている計画停電が生産活動に影響」「宴会・宿泊のキャンセルが激増す

るなど、消費控えが顕著」などにより、厳しい経営環境に直面している。

　先行きについても、「素材・部品などの供給不足や生産活動の停滞」「原材料価格の一段の上昇」「風評

被害の拡大による消費の低迷」などの不安を訴える声が、地域業種を問わず目立っている。

＜震災発生後の影響＞※ ＜先行き懸念＞

北
海
道
・
東
北

【取引先の被災】取引先が被災し、売上代金の回収が不可能

になった	 （青森・製材業）

【サプライチェーン】物流がストップし、開店休業一歩手前

の状況	 （酒田・織物衣製造）

【調達難】物流網が混乱している。発注した建築資材が届か

ず、工事の完成が遅れている	 （帯広・建築工事）

【消費控え】多数の予約キャンセルが発生し、対前年同月比

で50％を割り込んでいる	 （函館・旅館）

【調達難】生産や物流に支障が出ており、納期に間に合わな

いなど住宅着工に重大な影響が及ぶ見通し　（山形・製材業）

【調達難】生産地が被災した影響で仕入価格が上昇傾向

	 （秋田・花卉卸）

【自粛ムード】謝恩会や転勤などの送別会の自粛が多く、酒

類流通の悪化が見込まれる	 （酒田・その他小売）

【風評被害】風評による観光客の減少を懸念	（久慈・飲食店）

関
東

【直接被害】建物の損壊に加え、種類や食器類などの商品に

破損が生じた	 （土浦・商店街）

【調達難】製紙工場の被災により印刷用紙が不足し納品遅れ

が発生	 （東京・印刷業）

【調達難】東北地方のハム関連工場が被災し操業を停止して

おり、商品の仕入に支障が出ている（海老名・その他小売）

【計画停電】停電の有無が直前まで解からず、適正な人事員

配置や生産計画が立てられない	 （本庄・自動車部品製造）

【計画停電】操業停止を余儀なくされ、生産量の急減が予想

されることから、大幅な減益が避けられない

（横浜・その他金属製品製造）

【計画停電】営業時間を短縮もしくは休業せざるを得ない。

来客数の大幅減少や収益の悪化が予想される

（宇都宮・百貨店）

【消費控え】出荷制限による野菜の売上減少を懸念

（茂原・スーパー）

【消費控え】４月以降の企業・スポーツ関連の予約がほとん

どキャンセルされている	 （平塚・旅館）

北
陸
信
越
・
東
海

【買いだめ】米・水・乾電池など生活必需品の売上が増加	

（大府・スーパー）

【調達難】建築資材を調達できる見通しが全く立たず、顧客

からの発注に応じられない	 （中野・一般工事）

【代替生産】同業者が操業困難なため、代替生産の要請を受

け入れている	 （白山・金属加工機械製造）

【調達難】建築資材を入荷できないうえ、今後は資材不足に

よる価格上昇が見込まれる	 （新発田・建築工事）

【調達難】原材料を調達できる見通しが立たず、在庫不足に

陥ることを懸念	 （西尾・鉄素形材製造）

【消費控え】春の観光シーズンに向けて、上向きになりつつ

あった予約もキャンセルが相次ぎ、見通しが立たない

	 （恵那・旅館）

近
畿

【買いだめ】商品の買いだめにより、売上が一時的に増加

【調達難】建築資材が入荷するめどが立っておらず、工事を

停止せざるを得ない

【事業所移転】活動の拠点を東京から大阪に移す動きが見ら

れる	 （大阪・不動産賃貸業）

【調達難】板ガラスの生産拠点が被災し、生産に支障が出て

いるため、当面、入荷が見込めない	 （小野・建材小売）

【調達難】今後、復興需要が見込まれ、建築資材の品薄によ

る仕入価格の上昇を懸念	 （赤穂・一般工事）

【消費控え】同業者からも来客数が減少との声が聞かれるな

ど、先行きが厳しい	 （高砂・飲食店）

【消費控え】宴会・宿泊のキャンセルが相次いでいる

	 （橿原・旅館）

中
国
・
四
国
・
九
州

【調達難】原材料を確保できず、受注分を納品できない

（西条・建築用金属機械製造）

【調達難】商品入荷が不透明なため、チラシによる販促がで

きず、売上が厳しい	 （臼杵・その他小売）

【自粛ムード】歓送迎会のシーズンだが、自粛が相次ぎ深刻

な打撃を受けている	 （西条・食堂、レストラン）

【復興需要】震災復興工事の依頼が来ている

（北九州・電気工事）

【取引先の被災】取引先の業務再開が危ぶまれることから、

自社の資金繰りが悪化する恐れ	 （日田・建築資材卸）

【調達難】資材不足による仕入価格の上昇を懸念

（廿日市・建築材料卸）

【消費控え】キャンセルが相次ぎ、業況はかなり悪い

（那覇・旅館）

【自粛ムード】催し物や旅行の自粛が長期化すれば、受注の

減少は避けられない	 （伊万里・陶磁器製造）

※調査期間：平成 23 年 3 月 16 日～ 23 日
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法　律      千葉県産業振興センター

税　務      齊藤  　晃夫  先生

　　　      早川  　　進  先生

　　　      小林  　康男  先生

■

■

ご相談のときは事前にご連絡下さい。

法律・税務・商工相談

　

２
月
初
旬
、
久
し
ぶ
り
に
わ
が

国
に
お
け
る
大
手
企
業
同
士
の
経

営
統
合
の
話
題
が
報
道
さ
れ
た
。

　

国
内
鉄
鋼
業
界
首
位
の
新
日
本

製
鉄
と
、
同
３
位
の
住
友
金
属
工

業
が
、
来
年
10
月
の
合
併
に
向
け

て
検
討
を
開
始
す
る
と
い
う
。
鉄

鋼
と
い
う
わ
が
国
経
済
の
基
幹
産

業
の
中
で
、
業
界
を
代
表
す
る
有

力
企
業
同
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利

害
を
超
え
て
経
営
を
共
に
す
る
こ

と
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
決
し
て
小

さ
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
の
統
合
の
背
景
に
あ

る
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

一
つ
は
、
鉄
鋼
業
界
の
国
際
的

潮
流
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と

だ
。
つ
い
最
近
ま
で
、
新
日
鉄
は

ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・
ミ
タ
ル
に
次
い

で
、
世
界
第
２
位
の
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
韓
国
や
中
国
の
急

激
な
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
、
す
で

に
世
界
市
場
で
の
地
位
は
、
か
な

り
低
下
し
て
い
る
。
国
内
の
経
済

環
境
を
考
え
る
と
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
わ
が
国

で
は
、
今
後
、
需
要
の
拡
大
を
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
生
き
残

る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
高
成
長

が
見
込
め
る
新
興
国
な
ど
へ
積
極

的
に
事
業
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
相
応

の
企
業
規
模
と
体
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、

有
力
企
業
同
士
が
統
合
な
ど
の
形

で
合
従
連
衡
（
が
っ
し
ょ
う
れ
ん

こ
う
）
を
図
る
こ
と
が
、最
も
手
っ

取
り
早
い
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
と
き
重
要
な
要
素

と
な
る
の
が
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。

　

わ
が
国
企
業
の
技
術
力
が
あ
る

程
度
の
優
位
性
を
保
っ
て
い
る
間

で
あ
れ
ば
、
統
合
に
よ
っ
て
規
模

の
利
益
（
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
）

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
世
界
市

場
の
厳
し
い
競
争
の
中
で
も
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
新
興
国
の
企
業
が
技
術
レ

ベ
ル
で
も
追
い
付
い
て
く
る
と
、

そ
れ
す
ら
も
困
難
に
な
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
統
合

に
つ
い
て
両
者
の
首
脳
陣
に
は
、

「
ジ
リ
貧
状
態
に
落
ち
込
む
前
に
、

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
経
営
統

合
を
進
め
る
べ
き
」
と
の
認
識
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
逆
に
い
え

ば
、
統
合
し
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、

今
後
も
し
っ
か
り
し
た
経
営
戦
略

を
持
っ
て
、
体
力
を
さ
ら
に
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
、
無
視
で
き
な
い

フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
国
際
市
場
で
の

資
源
の
囲
い
込
み
の
動
き
だ
。
鉱

物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を
扱

う
企
業
は
、
い
ず
れ
も
強
い
体
力

を
生
か
し
て
経
営
統
合
を
進
め
て

お
り
、
少
数
の
有
力
企
業
が
君
臨

す
る
寡
占
化
が
加
速
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
一
部
で
は
、

国
が
後
押
し
を
し
て
世
界
規
模
の

メ
ジ
ャ
ー
を
つ
く
る
動
き
も
出
て

お
り
、
そ
う
し
た
傾
向
が
続
く
と
、

工
業
製
品
の
主
要
原
材
料
で
あ
る

資
源
を
、
少
数
の
特
定
企
業
や
国

に
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、資
源
メ
ジ
ャ
ー

が
強
力
な
価
格
交
渉
力
を
持
っ

て
、
需
要
者
側
に
強
い
圧
力
を
掛

け
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
価
格
だ
け
で
な
く

資
源
供
給
の
ほ
と
ん
ど
を
、
自
由

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、

需
要
者
側
も
強
力
な
交
渉
能
力
を

持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の

圧
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
日

本
企
業
も
相
応
の
市
場
占
有
率
を

持
つ
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

問
題
は
、
わ
が
国
企
業
が
そ
う

し
た
意
識
を
持
っ
て
、
本
格
的
な

再
編
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
か
否

か
だ
。

今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
、
こ
れ

か
ら
も
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
す
こ

と
に
な
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、「
泰

大
山
鳴
動
し
て
ね
ず
み
一
匹
」
で

は
、
わ
が
国
企
業
の
生
き
残
り
は
、

一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
経
営
統
合
の
意
義

～
注
目
す
べ
き
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

会議所窓口相談

商工相談日

金融相談日

毎週水曜日

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）
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４
月
22
日
（
火
）
館
山
商
工
会

議
所
２
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
青
年

部
４
月
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

髙
橋
会
頭
を
は
じ
め
、
金
丸
市

長
、
浜
田
議
員
、
秋
山
県
議
な
ど

多
数
の
来
賓
の
み
な
さ
ま
、
諸
先

輩
方
の
出
席
を
賜
り
、
部
員
三
五

名
（
委
任
状
含
む
）
の
出
席
の
も

と
、
提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
満

場
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
一
歩

踏
み
出
せ
～
全
て
の
ド
ラ
マ
は
こ

こ
か
ら
始
ま
る
～
」
を
合
言
葉
に
、

上
條
長
永
新
会
長
の
力
強
い
挨
拶

は
本
年
度
充
実
し
た
年
度
に
す
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

上
條
新
会
長
の
も
と
、
青
年
部

員
一
丸
と
な
っ
て
本
年
度
の
事
業

を
よ
り
良
く
す
る
為
に
邁
進
し
、

行
政
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を

と
り
、
末
永
く
継
続
で
き
る
事
業

を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

青

年

部

の

窓

４
月
総
会
を
開
催

鏡
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

　

去
る
、
４
月
17
日
に
鏡
ヶ
浦
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
あ
り
、
青
年
部
は

今
回
９
名
の
部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
北

条
海
岸
休
憩
所
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾

い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
館
山
市
の
看
板
で
も

あ
る
鏡
が
浦
の
た
め
に
、
青
年
部

と
し
て
継
続
し
て
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
親
睦
委
員
長
　
相
川
　
和
大

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

佐
藤
興
二
氏
が
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
を
受
賞

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
商
工
会
議
所
の
重
点
事
業
で
あ
る
経
営
改
善
普

及
事
業
が
発
足
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
表
彰
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
表
彰
で
当
所
常
議
員
の
佐
藤
興
二
氏
（
㈱
さ
と
う　

代
表
取
締
役
）

が
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
と
会
員
事
業
所
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
小
規
模
企
業
振
興
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）
審
査
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
や

事
故
率
の
低
下
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
館
山
市
に
よ
る
利
子
補
給
制
度
の

創
設
に
も
尽
力
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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★セーフティネットの拡充★

★中小企業の会計基準の拡充★

日本政策金融公庫館山ニュース 


